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２．那賀地区まちづくり計画策定の趣旨 

１．はじめに 

 

 

 

 

この度、「那賀地区まちづくり協議会」の会長を務めます日高でございます。 

本事業は、地域の課題を地域みんなの力で解決し、安全・安心で更に住みやすい地域づ

くりを目指す事業です。 

那賀地区の現状を以前と比較すると、少子高齢化による人口の大幅な減少、更には異常

気象による農作物の不作、高齢化および後継者不足による休耕地、空き家の増加等の課題

が山積し、大変厳しい状況にあります。自然環境の変化に関しては、難しい問題でもあり

ますが、環境に応じた対策を講じることが生き残る術ではないかと考えます。このような

様々な問題を解決するためにも、皆様からいただいたアンケート調査、貴重なご意見を今

後のまちづくりに反映させていきたいと思います。また、那賀地区まちづくり協議会の設

立にあたり、幹事会・設立準備委員会の皆様には多大なるご尽力をいただき、心から感謝

申し上げます。 

 安全・安心で、住みよいまちづくりを実現のため、地域皆様方のご支援、ご協力をいた

だきますようお願い申し上げ、挨拶といたします。 

             

   那賀地区まちづくり協議会 

                      会長 日高 正勝 

 

 

 

                    

          

  

那賀地区は、国分、中野郷、湯岳、住吉の四郷からなり、農業を中心とした産業を主体

とし、豊かな土地と自然が魅力の地区です。 

近年、生活スタイル、価値観の多様化など、那賀地区の状況は大きく変化しており、抱

える課題も以前に比べて複雑・多様化しています。 

「自分たちの暮らしている地区をより安心で住みよい、今以上に魅力あふれる地区にした

い」これは住民共通の願いと課題であり、自治公民館をはじめ老人会・青年会・婦人会・

消防団・学校・ＰＴＡなど、様々な団体が那賀地区をよくするために活動しています。 

本計画は、那賀地区がどのような地域づくりを進めていくかについて、住民の意見を反

映しながら様々な観点から見つめ直し、具体的な地域づくりについて事業計画に盛り込み、

那賀地区の更なる発展と住民一人ひとりが誇りを持って、安心して幸せに暮らすことがで

きる住民主体のまちづくりの実現をめざし策定するものです。 

今後さらに少子高齢化が進む中で、那賀地区の活動の充実を図るためにも住民が自ら考

え、自ら行動し、将来に亘って自分たちの地区は自分たちで守り、つくることが重要であ

るとの考えを基に、那賀地区まちづくり計画書を策定します。 
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３．那賀地区まちづくり計画の期間 

４．那賀地区の状況 

 

  那賀地区まちづくり計画の期間は５年としますが、事業内容については、社会情勢

の変化や住民ニーズの変化などに対応していくため、必要に応じて改定を行うことで、

持続可能なまちづくりを推進していきます。 

 

 

 

 

① 那賀地区の概要  

那賀地区は、壱岐の中心に位置し、美しい自然に囲まれたのどかな田園地帯です。

芦辺町合併以前は那賀村とした自治体でした。那賀地区には壱岐の総鎮守である住吉

神社をはじめ、月讀神社、鬼の窟屋、古墳等があり、多くの観光客が訪れています。 

また、那賀幼稚園、那賀小学校においては高台にあり眺望は格別で、令和元年１１

月には、那賀中学校跡地に芦辺中学校が新設され、生徒で賑やかな地区となっていま

す。 

一方、住民生活は、交通の便が悪く、通院や買い物等に不便を感じる昨今です。また、

少子高齢化が進み、基幹産業である農業の後継者不足や休耕地、空き家の増加等、那賀

地区を取り巻く環境は年々厳しくなっております。 

このような状況の中、地域課題の解決を図るためには、自治公民館をはじめ、各々の

団体が協力して、住民が主体となった取り組みを進めていく必要があります。 

 

② 那賀地区の世帯数・人口の推移 （壱岐市ホームページより）  

 Ｈ２８.３ Ｈ２９.３ Ｈ３０.３ Ｈ３１.３ Ｒ１.１２ 

世帯数   ５８６   ５８０   ５８０   ５７３   ５７１ 

人口 

男   ７２７   ７１０   ６９３   ６７４   ６７３ 

女   ７７２   ７５５   ７３０   ７１０   ７０４ 

計 １，４９９ １，４６５ １，４２３ １，３８４ １，３７７ 

 

③ 那賀地区の行事・活動 

・サロン会             ・幼小運動会                ・ソフトボール大会 

・老人会美化活動       ・ロボコンクラブ            ・ソフトバレー大会 

・老人会運動会         ・にこにこ広場            ・地区お祭り 

・道路除草作業         ・キラキラなかよし発表会  ・なかっ子発表会 

・年末防火活動         ・ダッシュ村活動            ・いきいきフェスティバル 

・公民館伐採作業       ・消防操法大会 
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５．那賀地区住民アンケート結果 
   

 

令和元年１２月２７日に那賀地区住民アンケートを実施し、アンケート結果に基づき

那賀地区の魅力、課題を抽出しました。 

（配布１，２０１枚、回収６６６枚、回収率５５．５％） 

『アンケートの回答のご協力ありがとうございました』 

 

 

 

 

☆あなたは、今後も那賀地区に住み続けたいと思いますか。

　今後も住み続けたい　　　　　４８２人

　将来は他のまちに移りたい　　　３９人

　どちらともいえない　　　　　１３１人

⑧ 災害時など緊急時の安全対策について

満足　７７人  　・やや満足　４７人  ・普通　４５８人　・やや不満　３６人  　・不満　２３人

⑩ 住民同士のふれあい、近隣関係について

満足　６５人  　・やや満足　３９人　・普通　４２１人　・やや不満　７５人　  ・不満　３４人

⑨ 地域の行事について

満足　３４人　  ・やや満足　４３人　・普通　４３２人　・やや不満　９２人　  ・不満　３１人

☆あなたが感じる那賀地区の現状について教えてください。

満足　８３人　  ・やや満足　６７人　・普通　３５７人　・やや不満　８６人　  ・不満　４８人

④ 食料や生活品の確保、買い物等の利便性について

満足　６１人 　 ・やや満足　２５人　・普通　３１１人　・やや不満　１３６人　・不満　１０４人

③ 公共交通の利便性について

② ごみ、リサイクル収集について

満足　１６４人　・やや満足　８２人　・普通　３７９人　・やや不満　２８人　  ・不満　１０人

⑤ 高齢者等への福祉環境について

①    生活道路の整備状況について

満足　１１９人　・やや満足　８４人　・普通　１０４人　・やや不満　７７人  　・不満　３７人

満足　５１人　  ・やや満足　３５人　・普通　４４４人　・やや不満　７３人  　・不満　３５人

⑦ 防犯、安全対策について

満足　４２人　  ・やや満足　３５人　・普通　４０２人　・やや不満　５６人　  ・不満　３４人

⑤ 子育て支援環境について

満足　４８人 　 ・やや満足　５０人　・普通　３７７人　・やや不満　１０３人　・不満　４７人

・参加したくない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３８人

・地域内での話し合いの場に参加していきたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８７人

・まちづくりに参加したいと思っているが、機会やタイミングをつかめていない　　　１１０人

・興味のあるまちづくり活動があれば、参加者として関わりたい。　　　　　　　　　１６８人

・まちづくり活動のスタッフとして、参加したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８人

・ボランティア活動等を通してまちづくりに参加したい　　　　　　　　　　　　　　　８２人

☆那賀地区まちづくり活動にはどのような形で参加したいですか。
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６．那賀地区の魅力と課題 
 

 

 

 

☆秋祭り等、伝統行事
が゛継承されている

☆三島合同運動会

☆子どもたちをとても可
愛がってもらえる

☆人情味が厚く、助け合
いの思いが強い

☆治安が抜群

☆周りを海に囲まれ、海
の幸が豊富で食べ放題

☆消防団活動の意識が高い

☆人情が厚く助け合い

の思いがある

☆高台・中央に位置し、

自然に恵まれている

☆治安が良い
☆古墳・神社・公園が

ある

那賀の魅力

☆祭り等、伝統行事が

継承されている

☆那賀幼稚園・那賀小学

校・芦辺中学校がある

☆各種団体の

触れ合いがある

★自治公民館活動運営の
不安

★船での通勤・通学等が
不便

★急病等緊急時の不安

★過疎化や担い手不足・
空き家の増加

★買い物への不安・ガソ
リン購入

★不漁による生活面の不安

那賀の課題

☆人口減少で自治公民館

の活動・運営が不安

☆かかりつけ病院がない

買い出しが不便

☆災害・急病等、緊急時

の不安

☆担い手不足・空き家・

休耕地の増加

☆道路が狭い・歩道がなく

通行困難な所がある

☆地区住民が一堂に集まる

機会がない
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７．那賀地区まちづくり構想 

① 後継者不足による、担い手支援が求められています。 

少子高齢化による休耕地や空き家の増加に対応し、有効利用していく必要がありま

す。 

 

② 通院、買い物支援が求められています。 

免許証返納者や高齢者のみの世帯の増加に考慮した、通院、買い物支援など交通手

段の確保が必要となっています。 

 

③ 住民の安全・安心でゆとりのある生活圏が求められています。 

災害等の緊急時に備えて、住民の防災に対する意識向上を図り、住民相互のつなが

りを深め、消防団・自主防災組織との連携を一層強化する必要があります。 

また、通学路等の地区における危険個所を調査・確認し、子供から高齢者まで安

全・安心な生活環境の整備に取り組む必要があります。 

 

④ 様々な行事が削減され、ふれあい・話し合いの機会が求められています。 

人間関係の希薄化が顕著な昨今、子供から高齢者まで、楽しく参画できるイベントを

企画していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

       

①  人と人とのつながりを大切に、安全・安心で住みやすい地区 

 

 

②  話しあい ・ 支えあい ・ 笑いあいの三つの愛で明るい地区 

 

 

③  住民が結束し、強くしなやかで活気に溢れる地区 

 

 

 

 

『明るく健康で笑いが絶えない互助の精神で支え合う仕組みを構築し、安全・  

安心のまちづくりに邁進し、住みやすい那賀地区にすることを基本方針にします』 
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８．那賀地区まちづくり事業計画 
   

  

             〔ふれあい部会〕 

通院、買い物支援など高齢化対策の推進 

子どもからお年寄りまで行事に参画できる機会の創出 

【高齢者支援】 

 事業内容→定期訪問・移動支援 

 事業計画→社会福祉協議会・民生委員と連携し、高齢者やひとり暮らし世 

帯を定期的に訪問し、困りごとの相談・安否確認を行います。 

通院・買い物等の移動手段（シャトルタクシー・送迎等）を確保します。 

 

【三世代交流】 

事業内容→交流の機会の創出 

事業計画→通学路を点検し、危険個所の周知・改善策を図り、子どもや保 

護者の不安解消につなげます。 

通学路に挨拶ゾーンを設け、声がはずむ明るい校区にします。 

世代間交流として、野外活動・ふれあい運動会等のイベントを計画しま 

す。 

 

【コミュニティサロン】 

事業内容→住民みんなが自由に参加できる機会の創出 

事業計画→住民が生涯現役で過ごせるように、みんなが気軽に集える場を 

つくり、子育て支援・健康づくり・介護予防等の講習会を開催します。 

 

【伝統文化の継承】 

事業内容→伝統文化の継承 

事業計画→次世代へ伝統文化を継承するためにも、凧づくり・竹馬・竹とん 

ぼ・しめ縄づくり等の交流の場を設けます。 
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〔振興部会〕 

休耕地、空き家の有効利用 

地域産業の振興・特産品の開発・組織化 

 

【休耕地・空き家対策】 

事業内容→休耕地・空き家の有効利用 

事業計画→休耕地・空き家の情報を収集し、地権者・所有者と利用希望者の 

紹介・仲介の手助けをします。また、車庫・倉庫として有効利用していき 

ます。 

 

【特産品開発】 

事業内容→利益の創出、雇用を生み出す特産品の考案 

事業計画→那賀地区の現作物の消費促進・拡大を図るとともに、新規作物 

も手掛けて地域力を発揮します。 

特産品を生産・加工・販売し、稼げる六次産業化を目指します。 

    

【一次産業の効率化対策】 

事業内容→圃場整備、組織化 

事業計画→畜産・ハウス栽培・現作物等の振興を図り、休耕地の増加の軽 

減を目指します。農作業の効率を上げるためにも、圃場整備の話し合い 

の場を設けます。 

法人化・組合化した現組織と連携をとり、幅広い人材の確保し、担い手 

不足の解消に努めます。 
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〔環境部会〕 

「自助・互助」の精神で住民の防災意識の向上 

危険個所を調査し、地区住民で情報を共有 

美化活動を通して安心・安全で住みやすい地区に邁進 

 

 【防災・危機管理】 

  事業内容→防災・減災・防犯への取組 

  事業計画→ハザードマップを作成し、消防団・自主防災組織と連携をとり、 

防災訓練を実施します。避難ルート・避難場所を周知し、住民の防災意 

識の向上を図り、自助・互助の精神で災害に備えます。 

要支援者を把握し、支援体制を確立します。 

防犯灯を設置する等の防犯対策を図り、安心・安全のまちづくりを構築 

していきます。 

 

【環境管理】 

事業内容→環境整備への取組 

事業計画→狭い道路の整備や学校周辺・通学路の整備を行います。 

定期的に植樹や伐採、除草作業等を行い、環境美化に努めます。 

『空き缶を捨てる人から拾う人に』 

 

【害獣対策】 

事業内容→リス、カラス、野犬問題への対策  

事業計画→リス捕獲作戦と名付けた講習会を開催し、効率よい捕獲方法 

を学び、リスの撲滅を目指します。 

カラスによる被害の軽減や野犬捕獲の強化に努めます。 
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９．那賀地区まちづくり協議会設立までの経緯  

 

 
 

   

令和１年  5/20 那賀地区公民館連絡協議会 まちづくり協議会概要説明

〃  7/25 那賀小学校区説明会 まちづくり協議会概要説明

〃  8/9 幹事会のメンバー選出

〃  9/3 第1回幹事会 幹事会・設立準備委員会の役割

〃  10/7 第2回幹事会 集落支援員の応募状況・設立準備委員のメンバー選出

〃  11/28 第3回幹事会 拠点施設整備状況・設立準備委員会開催の件

〃  12/12 第1回設立準備委員会 設立準備委員会規約説明・集落支援員紹介

〃  12/17 第2回設立準備委員会 役員選出・アンケート配布、回収依頼

〃  12/25 アンケート配布 公民館通函へ投函

令和2年  1/20 アンケート回収 回収　666件　　回収率　55.5％

〃  2/17 第3回設立準備委員会 アンケートの集計報告

〃  3/12 第４回設立準備委員会 運営委員会の役員選出、規約確認

〃  3/27 第4回幹事会 協議会活動計画提案

〃  4/3 第1回役員会 各部会の会合日程の打ち合わせ

〃  4/15 第1回部会 環境部会・振興部会の事業計画作成

〃  4/18 第2回部会 ふれあい部会の事業計画作成

〃  4/21 第2回役員会 各部会の事業計画の見直し

〃  5/13 第3回部会 ３部会会合事業計画の最終案検討

〃  5/20 第3回役員会 各部会の事業計画の最終確認

〃  5/25 第5回設立準備委員会 事業計画報告・承認

〃  6/25 那賀地区まちづくり計画書壱岐市長へ提出

〃  7/1 那賀地区まちづくり協議会設立

幹事会メンバー検討会
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役員会

監事２名 農業委員

那賀小学校長

芦辺中学校長

那賀警察官駐在員

有志・学識経験者

　老人会クラブ 　自治公民館 　地区実行組合

　民生委員児童委員 　連絡協議会 　町商工会青年部

　婦人会 　青年会 　農協青年部

　幼、小、中ＰＴＡ 　消防団 　農協女性部

  交通安全協会

　　　　　　　　　 更生保護女性会

　　　　　　　　　 社会福祉協議会

　　　　　　　　　　活　動　内　容

・広報誌発行 ・高齢者安否確認

・三世代交流事業 ・サロン会

・挨拶運動 ・伝統文化継承

・除草作業 ・危険個所調査

・防災訓練 ・インフラ整備

・伐採作業 ・美化活動

・空き家、休耕地活用 ・観光活性化

・特産品開発、販路拡大 ・商工業の発展

・畜産、園芸品の振興 ・六次産業の推進

日高正勝

山川達也

江川初江

　　　 那賀地区まちづくり協議会組織図

運営委員会

オブザーバー

会　長 １名

2名

１名

１名

部会名

ふれあい部会

ふれあい部会

（事務局長）

環境部会

副会長

事務局長

会　計

部会長

 役   員

会　長

副会長

振 興 部 会

３名

　環 境 部 会

副会長

ふれあい部会長松尾輝幸

瀬川伸幸

会　計

監　事

監　事

集落支援員

長嶋惠子

久原義浩

橋本佳久

環　境　部会長

振　興　部会長米倉和秀

　　　 振興部会
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那賀地区まちづくり協議会規約 

第１章 総則 

（名称及び所在地） 

第１条 本会は、那賀地区まちづくり協議会（以下「協議会」という。）と称し、事務局を

那賀地区公民館内に置く。 

    所在地 壱岐市芦辺町中野郷西触 362番地 

 

（目的） 

第２条 協議会は、地域住民の意見を集約し健康・福祉の増進、産業の発展、安全・安心

で住みたいまちづくり実現のため、各種団体と密な連携を図りながら地域課題の解

決に努め、市と協議会との協働による、明るく暮らしやすいまちづくりを推進する

ことを目的とする。 

 

（活動） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するために、次に掲げる活動を行う。 

(1) まちづくり計画書の策定及び事業の実施 

(2) 地域課題の把握や情報の発信 

(3) 地域課題解決に向けての協議及び事業の実施 

(4) 安全、安心の明るい環境づくり 

(5) その他まちづくりに関する活動 

 

（構成） 

第４条 協議会は、次に掲げる団体等で構成する。  

(1) 那賀地域内に居住している人 

(2) 那賀地域内で働く人や学ぶ人 

(3) 那賀地域内の事業者 

(4) 那賀地域内のコミュニティ組織 

(5) 那賀地域内の各種団体等 

 

第２章 役員 

 (役員) 

第５条 協議会に次の役員を置く。 

(1) 会 長     １名 

(2) 副会長     ２名 

(3) 会 計     １名 

(4) 部会長     ３名 
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(5) 監 事     ２名 

(6) 事務局長    １名 

                               

（役員の選任） 

第６条 役員（部会長を除く）は、運営委員会において選任する。 

 部会長は、部会において選任する。 

 

（役員の職務） 

第７条 役員の職務は、次のとおりとする。 

(1) 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。 

(2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、そ

の職務を代行する。 

(3) 会計は、協議会の出納に関する一切の業務を処理し出納帳を作成する。 

(4) 部会長は、部会の活動を総括し、事業の調整にあたる。 

(5) 監事は、協議会の出納事務を監査する。 

 

（役員の任期） 

第８条 役員の任期は、２年とする。ただし、再選を妨げない。 

 補欠のため、又は増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任

者の任期の残任期間とする。 

 

（役員手当） 

第９条 協議会は、次のとおり役員手当を支給する。 

(1) 会 長        60,000円／年 

(2) 副会長        30,000円／年 

(3) 会 計        30,000円／年 

(4) 部会長        30,000円／年 

(5) 監 事         3,000円／年 

 

第 3章 会議 

（会議） 

第１０条 協議会に次の会議を置く。 

(1) 運営委員会 

(2) 役員会 

(3) 部 会 

 

（運営委員会） 

第１１条 運営委員会は、次の者をもって構成する。 
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(1) 第５条に規定する役員 

(2) 各部会に属する各種団体等の代表者 

２ 運営委員会は、毎年１回定期に開催する。 

３ 運営委員会は、会長が招集する。 

４ 会長は、必要があると認めるとき、又は第１項の構成者の半数以上の者から要求があ

ったときは、臨時に運営委員会を開催することができる。 

５ 運営委員会の議長は、出席者の中から選出する。 

６ 運営委員会は、次の事項を議決する。 

(1) 規約等の制定、改正及び廃止に関すること。 

(2) 協議会役員の承認に関すること。 

(3) 事業計画及び事業報告に関すること。 

(4) 予算及び決算に関すること。 

(5) その他、協議会が第２条に規定する目的を達成するための基本事項に関すること。 

７ 運営委員会の協議は、合意に達するまで相互に努力を重ね、協議結果については相互

に尊重する。 

８ 運営委員会の議事については、議事録を作成しなければならない。 

 

（役員会） 

第１２条 役員会は、第５条に規定する役員をもって構成し、協議会の運営について協議

する。 

２ 役員会は、会長が招集する。 

３ 役員会の議長は、会長があたる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、役員会構成員以外の者を出席させ、意見を求め

ることができる。 

 

（部会） 

第１３条 部会として次のものを置き各所管に関わる事項を協議及び実践する。 

(1) ふれあい部会 

(2) 環 境 部会 

(3) 振 興 部会 

２ 部会は、各種団体等をもって構成する。 

部 会 構成員（団体等）  

ふれあい部会 
老人会・婦人会・民生委員児童委員・幼小中ＰＴＡ・交通安全協会    

更生保護女性会・社会福祉協議会 

環 境 部会 連絡協議会・自治公民館・青年会・消防団 

振 興 部会 地区実行組合・商工会・農協女性部・農協青年部 

３ 部会に部会長を置き部会に属する部会構成員の互選により選任し会の議長となる。 

４ 部会長は、部会を代表し必要に応じて部会を招集し会務を総括する。 



- 14 - 

 

５ 部会長は、部会の検討経過及び結果について、役員会に報告するものとする。 

６ 部会長は、必要があると認めるときは、部会構成員以外の者を出席させ、意見を求め

ることができる。 

 

（会議の運営） 

第１４条 運営委員会及び役員会は、各会議の構成員の２分の１以上の出席により成立

する。ただし、部会は、部会長の判断に委ねる。 

２ 会議の議事は、出席者の過半数で決する。ただし、可否同数の場合は、議長の決す

るところによる。 

 

第４章 会計 

（経費） 

第１５条 協議会の経費は市からの交付金、その他の収入をもって充てる。 

 

 （会計年度、監査） 

第１６条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終了する。 

２ 監事は会長、会計、事務局長の立ち合いの下で監査を執り行い、監査結果を添えて市

に報告する。 

 

第５章 雑則 

（その他） 

第１７条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は、運営委員会に諮

って、会長が定める。 

 

   附 則 

  この規約は、令和２年７月１日から施行する。 

 

 


